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　この度、日本試薬協会に入会いたしました
東海ケミー株式会社でございます。当会を通
して会員企業の皆さまと交流を深め、良いリ
レーションを構築できればと期待しておりま
す。どうぞよろしくお願い申しあげます。

会社概要

設立：1977 年 1 月 31 日
本社：茨城県水戸市
拠点：�本社・水戸事業所（水戸市）、筑波事業

所（つくばみらい市）、鹿島営業所（神
栖市）、北部営業所（日立市）、東葛営

業所（千葉県柏市）、つくば工場（常総
市）

弊社は、茨城県を中心に近県（千葉・埼玉・
栃木・福島）を営業エリアとする試薬・電子
工業用薬品・理化学機器 / 機材を販売する商
社であり、製薬・化学工業・食品・環境分析・
半導体など幅広い業種・多様なユーザーを取
引相手として活動しています。

社名について

日本の原子力発祥の地、茨城県東海村に原

東海ケミー株式会社

代表取締役　猪瀬 真人

新入会員ご紹介

本社・水戸事業所
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子力関連の研究施設が設立され、これらの研
究施設への試薬類販売を推進するところから
弊社はスタートしました。弊社の社名の一部
となっている“東海”は当時の主要ユーザー
の所在地「東海村」に由来するものであり、
ケ ミ ー（Chemy）は Chemical/Chemistry を
もじって東海ケミー（Tokai-chemy）の社名と
なっております。ただし、本社所在地は東海
村ではなく、約 20km 離れた水戸市にありま
す。

前述のとおり弊社は東海地方発祥の会社で
はなく、関東地方にある会社であることはお
判りいただけたことと存じます（まれに誤解
されることがあります）。

前原子力関連施設への試薬供給からスター
トした弊社ですが、筑波研究学園都市向けの
試薬供給体制を構築するため 1979 年に筑波
営業所（現筑波事業所）を開設、その後 1986
年に鹿島営業所、2003 年に東葛営業所、2006
年に北部営業所と営業拠点を広げてまいりま
した。取り扱い品目も試薬に加えて半導体用
高純度薬品、理化学機材・消耗品、分析機器
など幅を広げてまいりました。

生産拠点（つくば工場）

つくば工場は 2004 年に茨城県常総市に設
立しました。工場は圏央道の常総インター近
くに位置しており、埼玉方面から茨城方面に
圏央道をドライブする際には弊社の社名・ロ
ゴマークをご覧いただくことができます（脇

見運転にならないよう十分注意してくださ
い）。つくば工場の位置付けとしては関東化
学㈱ 草加工場の分室（分工場）であり、関東
化学㈱製品の生産の一翼を担っております。
ここで生産されるのは全て関東化学㈱の製品
であり、「東海ケミー」ラベルの試薬が流通
する訳ではありません。

魅力度ランキング万年最下位の茨城県

既にご紹介したとおり、弊社が主要営業エ
リアとするのは茨城県であり、社員も半数以
上は地元出身です。かく言う私自身も県内出
身です。他県の方には不思議に思われるかも
知れませんが、多くの県民は例年マスメディ
アで取り上げられる魅力度ランキングで最下
位であることは全く気にしておらず、むしろ
ポジティブに捉えています。最下位の座を他
県に奪われた時には逆にショックを感じたほ
どでした。要は“目立ってナンボ”であり、トッ
プ以外は最下位が良いというのが多数の県民
が感じるところです。

地元の名物

茨城県、さらには水戸というと多くの人が
思い浮かべるのは「納豆」だと思います。確
かに故 長嶋茂雄氏が大絶賛したメーカーな

つくば工場

石切山脈
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ども含めて多くの納豆メーカーが存在しま
す。しかしながら、ここでは他地域の方には
あまり知られていない名物をご紹介したい
と思います。写真は水戸市の隣、笠間市にあ
る「石切山脈」という日本最大の採石場であ
り、知る人ぞ知る観光スポットとなっていま
す。湧き水や雨水により形成された「地図に
無い湖」と岸壁のコントラストは、その絶景
から日本のグランドキャニオンと呼ばれてい
ます。ここには、ちょっとしたオープンカ
フェが併設されており、絶景を見ながら名物
となっている通常の 2 倍サイズの「プレミア
ムモンブラン」を頂くことができます。また、
事前予約が必要ですが、過去にここで行って
いた特撮ヒーロー（仮面ライダーなど）のロケ
地跡を車に乗って見学することも可能です。
そうです、昭和時代の火薬を使ったあの派手
な爆発はここで撮影されていたのです。

ところで、地元といえば忘れてならないの
は、J1 プロサッカークラブ「鹿島アントラー
ズ」です。弊社は 2023 年から同クラブの主
催する B to B ビジネス推進プログラムに参加
しており、地元企業との交流を積極的に図っ
ています。写真は地元企業の幹部の親睦会に
参加して会社紹介を行った際のものですが、
試薬の使われ方や供給体制なども含めてプレ
ゼンを行うなど、良いビジネス交流が図れて
います。

最後になりますが、弊社は 2026年1月で創

立 50 周年となります。この記念すべき年を
前に日本試薬協会に加入できたことは大変喜
ばしく思います。今後ともご指導ご鞭撻のほ
どよろしくお願い申しあげます。

プレミアムモンブラン

親睦会での会社紹介（2023年4月）

鹿島アントラーズ関係者を交えて乾杯




